



































































































































































































































対象事業無限定型 A C B A
社内公募制 新規重点事業型 B B A B
役職公募型 D D











国内資本企業型 B B B B
社内公募制
外国資本企業 A A A A
（注）1．役職公募制はサンプルが少ないため、「選択の自由度」、　「異動の自由度」
　　　欄の記入は不可。募集部門には社内FA制の受入部門を含む。外国資本企業に
　　　は役職公募型、社内FA型はない。
　　2．「実施の自由度」：公募実施発案・決定について募集部門の比率が大きいほ
　　　ど、あるいは年間実施回数が多いほど自由度が高い。
　　3．「選別の自由度」：選考主体について募集部門ないし受入部門の比率が高い
　　　ほど自由度が高い。
　　4．「選択の自由度」：応募・FA宣言の自由度。対象従業員について「資格・
　　　職階・成績制限等」の構成比が小さいほど自由度が大きい。
　　5．「異動の自由度」：応募・FA宣言をして希望部門に採用される可能性。「人
　　　事異動の位置付け」のうち「中心手段」、「1つの柱」の構成比が大きいほど
　　　採用される可能性が大きい。
　　6．「自由度」：A＞B＞C＞D
（資料）筆者収集資料より作成
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成果主義賃金制度におけるキャリア形成（高島）
（図表3）「従業員選択制モデル」の前提条件
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
人事制度の内容：配置転換制度
対象事業：限定なし
公募の発案・決定：募集部門（社内公募制のみ）
公募の申込先・FAの申請先：募集（受入）部門
実施回数：随時
対象従業員：入社後の教育期間を終了した全従業員（総合職）と
　　　　　非管理職（勤務地限定社員の中間職）
上司の許可：不要
従業員の選考：募集部門
人事異動における位置付け：中心手段
従業員
（図表4）　「従業員選択制モデル」
　　　　　　　　　　　　　企　業
〈各部門〉
応募・FA宣言仕事の選択権
i社内公募制）
i社内FA制）
交　渉
従業員の選別権
@（応募者）
iFA宣言者）
一
採用・不採用
募　集
採　用
外
部
労
働
市
場
（注）一太い実線は異動の中心的な仕組み。
　　一…一一一一Hレ点線は異動の補完的な仕組み。
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（図表5）「修正従業員選択制モデル」の概要
従業員 企　業
〈各部門〉
応募・FA宣言仕事の選択権
i社内公募制）
i社内FA制）
交　渉
従業員の選別権
@（応募者）
iFA宣言者）採用・不採用
一一
ｭ
2　配転要請
制限付き拒否権
一
　　　配転一　一　一　辱　嗣　一　儘　一　嘱　一　一　一　一　一　｝　一　■　一
黶@一　一　國　一　一　一　一　一　辱　一　一　■　髄　一　r　一　一
@　　拒否
一一，
V
配置転換権
〈人事部門〉
募　集
採　用
外
部
労
働
市
場
（注）一一太い実線は異動の中心的な仕組み。
　　一一一一一…一う点線は異動の補完的な仕組み。
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